
各回の『講義』に盛り込む内容

■県の研究センターの紹介
・何を目的とし、どのような研究を行っている組織か？
・どのような課題に取り組んでいるか
・県がこの研究に取り組む意義、理由は？ ※具体的な事例を交えて
・社会にどのように役立つのか？

■講師の方が取り組む技術課題（研究内容）について
・研究テーマの位置づけ
・何が課題か？
・どのようなことを実現しようとしているか。

講義の目的

自分の研究テーマの社会的な意義・位置づけを意識するため、自治体（神奈
川県）が目的をもって、調査・研究を行っていることを理解する

担当教員 総合学術高等研究院 IMS客員教授 為近恵美

大学院講義『神奈川県の取り組む技術課題』（水３限）

◆定期試験なし。課題レポート提出。

日程表 秋学期 ⽔曜３限 (13:00-14:30) 教室：理⼯ A-101

場所県担当内容日程

教室いのち・未来オリエンテーション10月7日第1回

教室温地研温泉地学研究所10月14日第2回

－－休講（実習振替）10月21日第3回

教室KISTEC神奈川県立産業技術総合研究所 KISTEC11月4日第4回

教室水技C水産技術センター11月11日第5回

－－休講（実習振替）11月18日第6回

教室畜技C畜産技術センター11月25日第7回

KISTEC（海老名）実習（KISTEC）12月2日第8回

教室環境C環境科学センター12月9日第9回

環境C（平塚市）実習（環境科学センター）12月16日第10回

教室衛生研衛生研究所12月23日第11回

－－休講（実習振替）1月6日第12回

教室農技C農業技術センター1月13日第13回

教室特別講義（県内企業）1月20日第14回

教室いのち・未来最終回 いのち・未来戦略本部1月27日第15回


